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V-541 炭素繊維シートにより巻き立て補強された RC柱の履歴性状について
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本研究では従来 RC柱のせん断補強材としてJI)いられてぎた見炭素繊維シート（以後 ,CFS)を同柱の曲げ

補強材として使用することを念頭にCFS のtu~部への定府方法を考 表 I CFSの）J学特性

：っし~~~:~尺の休有を夕)!1~J~:: 強し． 繰り込し i\J!~((:J 載荷試験を 「ゞ~::~, ~ 三『竺,~~~~1 竺

2言〗l~三呈~t~、〗:［三:::~; d1,-~~ 旦筋
補強前後の供試体の形状，配筋を図ー 1 に．供試休一覧を表ー 2 に (al 鳩~tl!l'fP心 (b) lll~lt!'f~ 

示す．既存の研究では.CFSの繊維方向を柱幣鉄筋方向に削屑する 図ー 1供試体杞筋図

ことにより，鋼板接着工法と同様にせん断補強

し，変形性能である靭性率を向上させた成果が

報告がされている．本研究では．柱某部に定精

長をとり CFSの繊維方向を柱t鉄筋方向にn閑閻
することで， CFSを補強した場合の補強効果を

検討した．補強にあたっては．コンクリートの
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表ー 2 供試体一覧
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CFSの基部定着部

ーを塗布し，乾燥後不陸修正を行ったその後．常温硬化ユボキシ樹脂（以後．樹脂）

を塗り CFSを貼り付けその1.から樹脂を含佼させた.H(}>隅角部では,CFSの強度低 Fを緩和させ，作m応力

がスムーズに伝達するようにR=ll>rnm以 1-.になる iffi取りを行った．また.H軸）ili1Jに削屑したCFSの基部定着

部は，図ー 1に示すように定府艮 IO<hnm以 1-.を確保し．フーチング某部にlfil定したさらにその基部定着カ

を向上させるよう．図ー 2に示すように, B-typcでは17-さ16mmの鋼板を晶部定杓部に樹脂により接精し'C-

typeでは B-type同様に鋼板を接着した後．アンカーボルト 2本（許容引張耐）J I本‘片たり 37kN) をJI)いて

固定した．なお．この鋼板の定楕長を決定するにあたって．某部定杓部モデルflt試休を竹：成し，引張試験を行っ

たその結果定着長 100mmの場合が最も耐）Jが｝沿いことから．これを柱供試休における定着長としたな

お，フーチングと柱の隅角部は PPモルタルをmいて R=HKhnrn以 I・.(}>勾r,cを殷It,CFSの某部での破断を防い

t,: 

4実験方法

載荷方法は，片持ちばりの先端に死荷if{を想定した91kNのうと軸）jliiJ}Jを戟荷した状態で，柱先端での変位

を両振りで静的に制御する方法である. mいた試験慣は行量440kNの胃気i11JIE式サーボパルサー型アクチュ

エータ 2機である．変位振幅は，無補強供試体の降伏変f,,. a yを甚i侑としo.soy. 1.0 ay. c以後0.5o y刻み），

4.o o y. 6.o a y. s.o a y, 10.0 a yと変化させ．各加lずつ戟荷したなお．ここでいう降伏変位とは，無補強供

試体の主鉄筋が降伏を開始すると~(})供試f木先端での変位であり．この時の横）iliiJ11lf Jf(を陥伏荷爪と呼ぶ．
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5実験結果及び考察

3.08yまでの実験結果より無次元化荷重振幅と載荷回数の関係を屈

-3に示す. l.08yでの荷重振幅は， N-typeのそれと比べ 2割程度増

加している. l.OiJy以降， A,B-typeの順にそれぞれの荷重振幅が， ！ 野二し、
~05 

N-typeのそれに近づいていくのに対し， C-typeのそれは， 4割程度増 i
加している. A, B-typeの荷重振幅の減少は，それぞれのCFS末端定

着部の剥がれにより，柱基部への定着効果がなくなったためであり，
載荀回数

その差はB-typeのCFS末端定着部に用いた鋼板による影響である.C- 図ー3 無次元化荷重振幅一載荷回数関係

typeの場合， 8.08 yに至っても定着部は健全であったが，その後定着 ” 
部のCFSが破断して， N-typeの場合の荷重振幅と同程度まで低下し ~20
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3.08yまでの履歴荷重ー変位曲線より求めた無次元化累積履歴吸収醤
尉 JO

エネルギーと載荷回数の関係を図ー4に示す.A及びB-typeの場合， g 
I~5 

N-typeのそれに比べて20%の増加を示した.C-typeの場合にはばらつ；

きもあるが80%増加したものもあり，アンカーボルトによる定着効果

が現れている．

それぞれの供試体の荷重振幅と変位振幅の関係を各印 (0.△） 
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載荷回数

図ー4 履歴吸収エネルギー一載俯回数関係
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彗

め，荷重振幅に対する補強効果の大きいC-typeが最も靭性率の低下が大きく = 40 
担

なってしまった．曲げ補強の場合の靭性率の改善のポイントは，末端定着

部である．定着部を半剛結結合ととらえ，必要な剛度をコントロールする

ために， C-typeにおける鋼板の大きさ，アンカーボルトの深さや本数，使用

するCFSの枚数等を制御変数とすることが考えられる．

6. まとめ

CFSを定着部に接着した場合 (A-type), 定着部に鋼板を接着して定着した場合 (B-type) には，それぞれ降

伏変位の1.5倍， 2.0倍程度の変位載荷で，定着部は剥離し機能しなくなる．これに対して鋼板を高カアンカーボ

ルトで柱フーチングに定着した場合 (C-type) には，降伏変位の8.01音の変位で定着部のCFSシートが破断する

まで定着部は健全であった.A-typeおよびB-typeの場合に上述の剥離が生じるまでの荷重振幅は，無補強に比べ

て20%大きい．また， C-typeの場合には，最大で40%程度増加し，耐荷力の顕著な増加を示した．履歴吸収工

ネルギーは， A-typeおよびB-typeでは，初期の定着部接着の影響で無補強に比べ20%程度増加したのに対し， C-

type場合最大で80%程度増加した．靭性については， C-typeの定着部を半剛結結合ととらえ必要な剛度をコント

ロールすることで改善できると考えられる．
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図ー5 荷重振幅ー変位振幅関係
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